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物
血
清
－
一
一
於
ア
A

、
五
日
目
乙
組
A

最
高
（
了
・

一
六
O
O
）
、
甲
組
A

十
日
目
最
高
（
了
・
一

二
O
O）

－
－
シ
－
プ
夫
レ
以
後
三
卜
日
目
迄
漸
衣
低
下
シ
、
三
十
日
目
－
－
A

南
組
共
－
一
最
低
（
7
・二

0
0）
ナ
リ
キ
。
而
シ
ア
之
ヲ
生
滅
液
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」

注
射
動
物
血
清
ノ
夫
レ
ニ
比
ス
レ
バ
造
カ
－
一
高
度
ノ
凝
集
債
ヲ
示
シ
タ

y
。

三
、
肉
汁
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
注
射
動
物
血
清
三
於
ア
七
五
日
目
甲
組
A

最
高
（
了
・
八

O
O）

乙
組
A

十
日
目
最
高
（
了
・
八

O
O）
ニ
シ
ア
夫
レ
以
後
三
十
日
目
迄
漸
次
低
下
シ
、

三
十
日

目
二
A

甲
組
A

（
了
・
二

O
O）
、
乙
組
A

（了・一

O
O）
ニ
シ
ア
共
－
一
最
低
ナ
9
キ
。
而
シ
テ

之
ヲ
生
滴
液
加
寸
ワ
ク
チ
ン
」
注
射

動
物
血
清
ノ
凝
集
債
－
一
比
ス

Y
毛

猶
ホ
梢
々
劣
u
J
タ

9

。

会賞験／；結果ヲ統一的ー考察スル鴛ノj基礎拘所見

稜 類 ヰ粍） 邑日目110日目115日目j20日目j25日目jao日目I＇附
」ワクチン」 1,0 500 400 300 150 441,7 
1,0まE 1,5 llOO 800 700 •100 300 200 58::1,3 
カ日
生百草液 2,0 !JOO 800 600 400 300 150 525,0 

一
ワクチン」 1,0 !JOO 700 500 4.00 200 2りO 483,3 
1,0姥

1,5 1200 1100 1000 600 400 200 750,0 昔日
煮滅液 2,0 1300 1200 800 700 400 ~（）（） 766.7 

一 一
ワクチγ i 1,0 600 500 400 300 200 ];j() 358,3 
1,0絡 1,;; 600 500 400 300 200 100 350,0 
カ日
肉 f十 2,0 700 600 500 400 200 1ふ｛｝ 425,0 
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品
Z
致
島
根
集
償
＋
l
l
l

600 

~ 00 

400 

m函15 

六
、
所
見
繕
括
賠
ビ
エ

考
察

以
上
ノ
貫
験
結
果
ノ
重
要
ナ
Y

所
見
ヲ
列
記
シ
ア
第
十
九
表
ヲ
得

夏
ニ
各
検
査
日
ノ
最
高
凝
集
償
ノ

平
均
債
ヲ
求
メ
、
之
ア
バ
曲
線
ア

以
ア
示
シ
ア
第
七
圃
ヲ
得
タ

y
。
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－
、
買
験
第
一
－
一
ア
生
煮
雨
鴻
液
誼
ミ
肉
汁
各
了

O
耗
加
「
ヲ
ク
チ
シ
」
了

O
耗
ヲ
注
射
シ
タ
Y
場
合
－
一
一
於
ア
、
生
滅
液
加
「
ヲ
グ
チ
ン
」

注
射
動
物
血
清
ノ
平
均
凝
集
債
A

（
了
・
四
四
一
・
七
）
ニ
シ
ア
第
二
位
、
煮
櫨
液
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
注
射
動
物
血
清
一
一
ア
9
－7
A

（
了
・
四
八
三
・三）

回
一
－
ア
第
一
位
、
而
シ
ア
肉
汁
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
注
射
ノ
モ
ノ
ユ
ア
A

（
了
・
三
五
八
二
ニ
）
－
一
ア
第
三
位
ナ
9
キ。

二
、
質
駿
第
二
－
一
－
ア
鴻
液
及
ピ
肉
汁
ノ
使
用
量
ヲ
了
五
耗
－
一
一
増
加
シ
タ
Y
場
合
－
二
、

生
櫨
液
加
「
ヲ
ク
チ

シ
」
注
射
動
物
血
清
ノ
平
均
凝

集
債
三
（
了
・
五
八
三
・
三
）
－
一
シ
ア
第
二
位
、
煮
鴻
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
J

モ
ノ
A

、
（
了
・
七
五
O
）ユ

ア
賞
駿
第
一
－
一
比
ジ
非
常

－一大
ナ
Y

差
ヲ
以
ア
第
一
位
ア
占
メ
、
肉
汁
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
ノ
モ
ノ
点
、
（
了
・
三
五

O
）
－
一
ア
最
低
位
ナ
リ
キ
。
而
ジ
ア
之
ア
貫
験
第
一

ノ
所
見
－
一

比
ス

ν
バ
生
・
煮
嗣
瀦
液
A

用
量
ノ
増
加
－
一
件
ヒ
相
蓮
行
シ
－
プ
高
キ
凝
集
償
ヲ
一
不
シ
タ
’
Y
ガ
肉
汁
注
射
ノ
屯
ノ
A

殆
シ
ド
差
異
ナ
カ
リ
ノ
キ
。

一
ニ
、
夏
三
貰
験
第
三
－
一
一
於
ア
使
用
量
ヲ
二
・

O
括
エ
増
加
シ
タ
Y
場
合
ノ
生
櫨
液
加
「
ワ
ク

チ
ン
」
注
射
動
物
血
清
ノ
卒
均
凝
集
債
A

、
（
了
・

五
二
五
）
ニ
ジ
47
依
然
第
二
位
、
煮
鴻
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
L
注
射
ノ
モ
ノ
コ
（
一
・
・
七
六
六
・
七
）
ユ
ア
顕
著
ノ
差
ヲ
以
ヲ
第
一
位
ヲ
示
シ
、
肉
汁
加

「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
ノ
モ
ノ
A

、
（
了
・
四
二
五
）
ニ
シ
ア
生
捕
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
ノ
モ
ノ

ヨ
リ
モ
這
ニ
劣

y
－プ
第
三
位
ナ

y
キ
。
而
ジ
ア
之

ヲ
賓
験
第
一
及
ピ
第
一
プ
所
見
－
一
比
ス
レ
バ
、
生
瀦
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
ノ
モ
ノ
A

用
量
ヲ

一
・
五
括
ヨ
リ
二
・

O
耗
－
一
増
加
シ
タ
Y

－一モ

拘
ラ
ズ
却
ッ
ア
卒
均
凝
集
憤
A

明
白
ニ
低
下

ν
、
煮
癒
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
ノ
モ
ノ
A

了
五
括
ノ
場
合
ヨ
リ
三
了

O
括
ノ
際
－
一於
ア
A

稲
々
上
昇
ジ
タ
リ
。
街
ホ
肉
汁
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
ノ
モ
ノ
モ
一
・
五
括
ヨ

y
A
二・

O
耗
ノ
場
合
稿
々
大
ト
ナ
リ
タ

y
（
第
七
闘

I
・
E
・
皿
盛

照
）
。

、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

四
之
ヲ
要
ス
w
F

ニ
質
験
第
一
、
第
二
、
第
ゴ
ゴ
ァ
遁
ジ
ア
煮
漏
液
加
「
ヲ
ク
チ
ン
L

注
射
動
物
ノ
血
清
A

他
ノ

ニ
者
ノ
血
清
－
一
比
シ
常
－
一
高

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

キ
凝
集
債
ヲ
示
シ
、
生
鴻
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
ノ
モ
ノ
常
－
一
之
－
一
衣
ギ
、
調
照
タ
Y
肉
汁
加
「
ヲ
ク
チ
ン
L

注
射
ノ
モ
ノ
A

始
終
最
低
位
冒
／

一
不
シ
タ

y
。

若
U
J

夫
レ
賞
験
第
一
ノ
ミ
ヲ
行
ヒ
ア
上
遁
ノ
如
キ
結
果
三
連
シ
タ

y
ト
ア
毛
ソ
レ
ヲ
以
－
プ
直
チ
ニ
煮
瀦
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
詮
射
動
物
血
清

、
、
、
、
、
、
、
、

A

他
ノ
二
者
ノ
血
清
ヨ
リ
モ
「
ヨ

y
強
度
」
ノ
凝
集
素
ヲ
ヨ
時
ノ
多
量
－
一
産
生
ス

Y
モ
ノ
ナ

y
ト
A

認
識
シ
難
ケ

v
y
毛
、
鴻
液
ノ
使
用
量
ヲ

了

第
五
島
信

F『

原

司書、4

日

高

一一
一一一一
〈
第
五
務

一一－一七〉



第

五

巻

【

原

曽

有

】

日

高

一

一

三

四

〈

第

五

娘

一

三

八

）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

O
括
、
了
五
託
、
二
・

O
提
ト
三
段
－
一
鐙
化
シ
ア
同
様
ノ
賓
験
ヲ
繰

y
返
ジ
、
煮
漉
液
及
ピ
肉
汁
－
一
ア
A

上
行
位
相
ヲ
謹
uv
、
生
櫨
液
ヲ
以
－
プ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

シ
ア
A

上
行
及
ピ
下
行
位
相
即
チ
血
清
皐
的
反
感
ノ
全
経
過
ヲ
立
読
シ
、
実
際
ユ
一
於
ア
煮
瀦
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
A

三
者
中
免
疫
元
ト

シ
ア
最

、
‘
、
、
、
、
．
、
‘
．
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．． 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

毛
優
秀
ノ
モ
ノ
タ
Y

2
ト
ヲ
誇
明
シ
得
タ
Y
究
第
ナ
Y
ヲ
以
－
7

煮
滅
液
ガ
生
鴻
液
ヨ
リ
モ
一
優
秀
ナ
リ
ト
ノ
認
識
A

正
営
－
一
シ
ア
確
定
的
ナ
Y

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

モ
／
ト
考
ヘ
ザ
Y

ペ
カ
ラ
ズ
。

以
上
ノ
現
象
A

他
ナ
ジ
、
鳥
潟
数
授
ノ
樹
立
セ
ラ
レ
タ
Y
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
皐
設
－
一
ヨ

y
－7
設
明
セ
ラ
Y
可
キ
現
象
ナ

y
。
郎
チ
生
漉
液
中
－
一

A

「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ナ
Y
勢
力
合
有
セ
ラ
レ
、
抗
鰭
ノ
産
生
ヲ
阻
止
ス

Y

モ
ノ
エ
ジ
ア
、
煮
滅
液
A

煮
沸
－
一
ヨ
ク
ア
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
ミ
ガ
破

却
セ
ラ
レ
抗
鱒
ノ
産
生
ヲ
阻
止
ス

Y

コ
ト
ナ
ク
十
二
分
白
一
免
疫
元
タ
u
y

ノ
能
働
力
ヲ
費
揮
ス
w
y

ニ
由
Y

モ
ノ
ナ

9
0

五
、
生
・
煮
雨
滴
液
加
「
ワ
ク
チ
シ
L
注
射
ノ
モ
ノ
A

、
漏
液
ノ
用
量
ヲ

7
0括
ヨ
リ
一
・
五
托
－
一
増
加
ス
山
戸
時
A

相
蓮
行
シ
ア
上
昇
h
y
高
キ

凝
集
債
ザ
示
ジ
タ
レ
ド
モ
、
二
・

O
括
迄
増
加
シ
タ
Y
際
－
二
生
櫨
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
ノ
モ
ノ
A

却
ツ
ア
低
下
シ
、
煮
漏
液
加
「
ワ
ク
チ

ン
し
注
射
ノ
毛
ノ
A

低
下
セ
ザ
U
Y

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
却
ア
更
－
一
稿
々
上
昇
セ

y
（
第
七
闘
曲
隷

E
）
。
街
、
ホ
肉
汁
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
注
射
ノ
守
ノ
ユ
ア
リ

ア
毛
肉
汁
ノ
用
量
ヲ
了

O
話
、
了
五
話
、
二
・

O
耗
ト
増
加
セ
M
F

ユ
血
清
中
ュ
産
生
セ
タ
レ
タ
U
F

凝
集
素
A

・
次
第
－
一
一
増
加
ノ
傾
向
ヲ
示
セ
η
ノ

（
第
七
圃
曲
線

E
）
。
郎
テ
此
間
二
在

p
－
プ
縄
リ
生
路
液
ノ
場
合
ノ
ミ
ガ
用
量
了
五
耗
ヨ

y
二・

O
見
－
一
増
大
セ
Y

ニ
及
シ
デ
却
ア
凝
集
素
産

生
ノ
程
度
ノ
低
下
ヲ
見
h
p
p
（
第
七
圃
曲
線

I
牽
照
）
。
是
レ
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ノ
閉
止
作
用
ノ
費
露
セ
w
y

毛
ノ

ニ
非
ズ
シ
ア
何
ゾ
ャ
。

余
等
A

第
一
報
ニ
一
於
－
ア
連
鎖
蹴
球
菌
－
一
ア
増
容
反
膳
ヲ
行
ピ
、
靖
容
反
感
－
一
一
於
e

ア
煮
鴻
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
L

注
射
動
物
血
清
A

常
－
7
生
櫨
液

加
「
ワ
ク
チ
ン
l

注
射
動
物
血
清
ヨ

y
モ
造
二
高
キ
増
容
率
ヲ
示
シ
タ
U
F

コ
ト
ヲ
認
識
シ
得
タ
M
F

ガ
、
本
報
告
－
一
一
於
－
プ
A

凝
集
反
膳
ヲ
行
ヒ
、
煮

鴻
液
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
注
射
動
物
血
清
川
又
生
穂
波
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
注
射
動
物
ノ
夫
レ
ュ
比
シ
－
プ
蓬
－
二
両
キ
凝
集
償
ヲ
示
シ
タ
M

F

2

ト
ヲ
認
メ

得
タ

9
0
前
ホ
第
一
報
－
一
於
ア
磁
波
ノ
使
用
量
ヲ
増
加
ス

Y
時
三
了
五
耗
迄
A

相
連
行
ジ
ア
増
容
率
ノ
上
昇
ヲ
来
ジ
タ
レ
ド
モ

二
・
O
括－一

靖
夫
時
A

下
行
位
相
ヲ
示
シ
、
生
繍
液
－
一
ア
川
下
行
ノ
程
度
ガ
最
大
ナ
U
R

コ
ト
ヲ
認
メ
タ

y
。
而
シ
ア
本
報
告
ノ
凝
集
素
産
生
ノ
上
－
一
毛
亦
前

文
エ
記
セ
M
F

ガ
如
ク
金
ク
同
一
ノ
関
係
ア

Y
ヲ
認
識
シ
得
タ
リ
。



抗
原
量
ノ
増
加
ト
抗
惇
産
生
ノ
量
ト
A

何
慮
マ
デ
モ
相
蓮
行
ス
w
F

モ
ノ
ニ
非
ズ
シ
夕
、
動
物
－
一
封
ス
Y
抗
原
ノ
適
量
ア

y
－7
．
葉
通
量
以
戸

ユ
於
’
7

A

、
抗
原
量
ノ
増
加
－
一
ヅ
レ
ア
抗
鵠
ヲ
ヨ

y
多
ク
産
生
セ
シ
メ
得

v
y
モ
適
量
ヲ
超
ユ

Y
時
λ

抗
鱒
ノ
産
生
A

反
劉
－
一
低
下
ス
U
F

毛

吉

三
A
H

・0

タ
w
F

ト
宮
〈
一
三
タ
w
y

ト
ヲ
問
A

ズ
一
切
ノ
血
清
皐
的
反
鷹
ヲ
支
配
ス

Y
現
象
－
一
シ
ア
、
鳥
潟
数
授
ノ
所
謂
第
一

ノ
ナ
Y

コ
ト
A

型
抗
鰹
抗
原
結
合
律
ト
ジ
ア
知
4

ノ
レ
タ
Y

モ
ノ

ナ

y
o

、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

余
等
／
研
究
方
法
A

此
ノ
如
キ
上
行
及
ピ
下
行
位
相
ノ
全
経
過
ユ

一日一y
－
ア
、
換
言
ス
レ
バ
抗
韓
ノ
産
生
ガ
抗
原
量
ノ
増
加
－
一
蓮
レ
ア
増
大
シ

、
、
．
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

来
y
、
一
定
極
限
度
－
一
連
シ
夏
－
一
ブ
レ
ヲ
超
ヘ
ア
反
謝
－
一
低
下
シ
来
Y
金
過
程
ヲ
追
及
ス
W

コ
ト

ニ
於
ァ
、
郎
チ
抗
原
ノ
如
何
ナ
Y
使
用
量

－一

、
、
、
、
．
、
、
、
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